
は
じ
め

大
西
祝
は
一
八
六
四
年
(
元
治
元
怨
八
月
七
日

に
生
ま
れ
九
。
一
八
六
四
年
と
い
ぇ
ば
、
日
本
で
は

明
治
改
元
の
四
年
前
で
あ
り
、
明
治
維
新
前
夜
の
騒

然
た
る
空
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
九
。
長
州
、
士
佐
の

鞭
の
志
士
と
幕
府
方
の
新
撰
組
が
争
っ
た
池
田
屋

騒
動
は
こ
の
年
の
六
月
で
あ
り
、
英
・
仏
・
米
・
蘭

の
四
国
艦
隊
が
下
関
を
攻
撃
し
九
の
が
八
月
で
あ
っ

九
。

ヨ
ー
ロ
ツ
ハ
で
は
マ
ル
ク
ス
の
指
遵
下
に
第
一
イ

祝

う
。
父
は
岡
山
藩
の
藩
士
加
全
正
修
で
、
祖
先
は
美

濃
国
の
出
身
、
甲
州
流
の
軍
学
を
伝
え
た
家
の
九
代

目
の
当
主
で
あ
っ
た
。
母
は
岡
山
藩
の
京
都
留
守
居

役
大
西
定
静
の
次
女
発
で
あ
り
、
祝
は
こ
の
母
方

を
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。
三
人
兄
弟
の
末
弟
で
、
ニ

人
の
兄
は
の
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
陣
海
箪
の
第
人
と
な
っ

六
。
し
か
し
、
祝
は
幼
少
時
代
か
ら
温
和
な
性
格
で

あ
っ
六
。
の
ち
早
稲
田
に
お
い
て
彼
の
燕
陶
を
う
け

り
よ
う
け
ん

九
綱
島
梁
川
が
、
「
文
学
博
士
大
西
祝
先
生
略
伝
」

を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一

節
が
あ
る
。

「
先
生
幼
に
し
て
寡
黙
温
良
、
寧
ろ
俗
に
謂
ふ
ぉ
っ

と
り
し
た
る
方
な
り
き
。
先
生
の
性
質
の
温
良
な
り

し
は
、
母
君
が
宰
屡
々
人
に
語
り
て
『
祝
は
従
順

に
し
て
能
く
両
親
の
命
に
従
ひ
、
且
つ
健
全
に
し
て

大
病
に
羅
り
し
こ
と
な
く
、
誠
に
育
て
易
き
子
な
り

き
』
と
言
は
れ
し
に
て
知
る
べ
し
。
性
、
喧
騒
を
好

ま
ず
、
群
児
嬉
戯
の
中
に
あ
り
て
、
独
り
静
か
に
害

を
播
く
こ
と
を
楽
し
み
と
せ
り
。
」

*

ン
タ
ー
ナ
シ
"
ナ
ル
が
九
月
に
結
成
さ
れ
、
労
働
者

の
国
際
的
団
結
が
は
か
ら
れ
九
。
ア
メ
リ
カ
で
は
り

ン
カ
ー
ン
が
十
一
月
に
大
統
領
に
再
選
さ
れ
た
が
、

翌
年
に
暗
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
に
お
い
て

は
近
代
の
、
そ
し
て
欧
米
に
お
い
て
は
二
十
世
紀
の

胎
動
が
は
げ
し
く
な
っ
た
時
代
と
い
え
よ
う
。

大
西
の
生
ま
れ
九
土
地
は
の
ち
の
岡
山
市
西
田
町

モ
う
ぎ
ん

で
あ
る
。
大
西
の
号
は
操
山
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

●
き
"
や
ま

こ
の
故
郷
岡
山
の
東
に
あ
る
操
山
に
因
ん
だ
と
い

に
し
な
か
*
ん
げ
ゆ
う
し
ん

祝
は
六
歳
で
岡
山
の
西
既
山
下
の
又
新
小
学
校
に

入
学
し
九
。
同
時
に
祖
母
の
弟
に
あ
九
る
松
村
幌
の

教
え
る
松
村
家
塾
に
か
よ
い
、
『
小
学
』
、
『
孝
経
』
、

『
日
本
外
史
』
な
ど
を
修
め
九
。

同志社人物誌(25)

大西

笠原芳光
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そ
の
頃
、
正
確
に
い
え
ぱ
一
八
七
五
年
(
明
治
八

年
)
四
月
、
岡
山
の
藩
士
で
篤
学
の
奇
人
と
い
わ
れ

る
中
川
横
太
郎
か
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
い
う
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
道
団
体
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師

で
、
ま
た
医
師
で
も
あ
っ
九
ワ
ラ
ス
・
一
プ
イ
ラ
ー
を

神
戸
か
ら
招
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
需
会
を
開
い

た
。
こ
れ
は
岡
山
に
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
が
紹
介

さ
れ
る
最
初
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
七
七
年
(
明

治
十
年
)
の
三
月
に
、
テ
ィ
ラ
ー
は
当
時
、
伺
志
社

の
神
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
金
森
通
倫
を
と
も
な
っ

て
伝
道
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
真
金
森
は
ふ
た
た
び
岡
山
に
き
て
、
大
西

家
の
焼
座
敷
に
寄
寓
し
、
そ
こ
を
伝
道
の
拠
点
と
し

て
い
九
。
こ
の
年
に
母
嘉
代
の
兄
大
西
定
道
が
西
南

の
役
で
戦
死
し
た
の
で
、
祝
は
大
西
家
の
養
子
と
な

つ
六
。
こ
の
頃
、
大
西
家
で
は
祝
の
祖
母
秀
が
進
取

の
気
線
に
富
ん
だ
女
性
で
あ
っ
た
た
め
か
、
い
ち
早

く
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
、
秀
の
次
女
に
あ
た
る
嘉

代
、
四
女
絹
を
は
じ
め
親
族
が
あ
い
つ
い
で
キ
リ
ス

ト
者
に
な
っ
た
。
こ
の
嘉
代
、
絹
の
姉
妹
は
率
先
し

て
、
病
人
、
貧
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
慰
問
や
看
護

を
し
な
が
ら
、
伝
道
の
働
き
を
す
る
ほ
ど
の
愨
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
の
空
気
に
祝
驫
瓣
さ
れ
、
そ

の
年
の
九
月
累
都
の
同
志
社
英
学
校
の
正
課
に
入

学
す
る
。
当
時
の
同
志
社
は
開
校
ま
も
な
い
頃
で
、

新
島
襄
を
校
長
と
し
て
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
デ
ビ
ス
、

ド
ゥ
ワ
イ
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
一
フ
ー
ネ
ッ
ド
、
一
ブ

イ
ラ
ー
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
響
が
溝
義
を
し
、
と
く

に
活
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
六
め
に
、
ほ
と
ん
ど
器
叩

で
授
業
か
お
二
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
大
埼
は
す

ぐ
れ
九
資
質
に
く
力
え
る
勤
勉
に
ょ
っ
て
、
六
ち
ま

ち
一
Π
席
に
な
っ
た
。

と
く
に
数
学
、
論
鰹
学
、
文
学
に
す
ぐ
れ
て
お
り

正
墾
年
生
の
と
き
か
ら
、
当
時
余
科
と
よ
ぱ
れ
九

神
学
科
在
学
巾
に
わ
た
っ
て
、
正
課
二
年
の
生
徒
に

数
学
を
教
え
て
い
九
ほ
ど
で
あ
る
。
無
口
で
勉
強
に

関
係
の
な
輪
に
は
応
じ
な
い
の
で
、
「
応
神
天
窄
」

と
い
う
輝
儁
が
つ
け
ら
れ
た
り
、
,
ま
じ
め
そ
の
も
の

の
性
格
か
ら
、
名
前
の
「
は
じ
め
」
を
も
じ
っ
て
、

「
大
西
ま
じ
め
」
と
呼
は
れ
た
り
し
六
。

そ
の
頃
の
学
生
に
は
の
ち
に
歌
人
と
な
っ
た
池
袋

清
風
が
い
て
、
大
西
に
和
歌
を
教
え
た
。
池
袋
清
風

は
す
で
江
戸
時
代
の
歌
人
香
川
[
衞
に
始
ま
る
桂
園

派
の
和
歌
を
西
欧
文
学
の
新
し
験
譜
よ
っ
て
再

吟
味
し
ょ
う
と
し
て
い
た
が
、
大
西
の
歌
に
も
、
そ

の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
作
イ
ヅ
ア
ン
ヂ
ェ
リ
ン
を

一
市
み
て
ミ
シ
シ
ッ
。
ヒ
ー
の
河
の
し
ま
陰
に
イ
ヴ

ア
ン
ヂ
ェ
リ
ン
の
舟
か
か
り
し
居
て
年
頃
た
つ

ぬ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
鴛
辻
ふ
と
こ
ろ
に
至
り
て

伸
さ
し
て
す
き
ゆ
く
舟
を
心
あ
ら
は
つ
な
き
と

と
め
よ
住
U
柳
の
糸

そ
の
頃
は
西
洋
文
学
の
翻
祭
す
こ
し
づ
つ
始
っ

た
ぱ
力
り
で
ロ
ン
グ
ワ
エ
ロ
ー
の
よ
う
な
同
時
代

の
ア
メ
j
力
の
叙
嘔
誇
な
ど
は
紹
介
も
さ
れ
て
い
な

い
時
代
で
あ
た
。
の
ち
に
大
西
は
明
治
時
代
の
短

霜
ナ
父
学
に
小
さ
な
位
置
を
占
め
る
程
度
の
作
品
を

残
す
。
そ
の
開
花
が
十
代
の
少
年
時
に
早
く
も
始
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

黒
社
在
学
中
、
大
西
が
も
っ
と
も
大
き
釜
化

=
め
の
b

を
う
け
た
の
は
山
崎
為
徳
で
あ
る
。
ひ
じ
ょ
う
な
英

才
で
、
神
N
乏
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
化
学
、
数
学
、
文

学
な
ど
を
教
え
、
同
志
社
の
学
問
的
水
準
を
お
お
い

に
高
め
た
が
、
一
八
八
一
年
(
明
治
十
四
年
)
、
わ

ず
か
二
十
六
歳
で
病
没
し
た
。
大
西
も
早
逝
で
あ
る

゛
)
、
が
、
山
崎
は
さ
ら
に
若
死
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
崎
は

大
西
を
、
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
、
死
に
際
し
て
新
島

器
そ
の
旨
を
伝
を
伝
え
た
と
い
う
栗
残
っ
て
い

る
。
さ
き
に
あ
げ
た
翻
市
の
大
西
伝
に
は
こ
う

書
か
れ
て
い
る
。
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「
山
崎
氏
の
逝
か
ん
と
す
る
や
、
新
島
総
長
、
氏
に

と諮
ふ
に
、
将
来
愿
社
を
負
ふ
て
立
つ
べ
き
は
何
人

な
る
か
を
以
て
す
。
氏
応
へ
て
日
は
く
、
大
西
等
を

こ
そ
育
て
て
之
れ
を
任
ず
べ
き
な
れ
と
。
先
生
が
当

時
、
望
を
嘱
せ
ら
れ
た
る
の
厚
き
、
以
て
想
見
す
べ

し
。
」文
中
、
「
先
生
」
と
あ
る
の
は
大
西
の
こ
と
で
あ

る
。
大
西
が
九
ん
な
る
秀
才
で
は
な
く
、
人
格
識
見

と
も
に
す
ぐ
れ
て
い
九
こ
と
が
、
こ
の
逸
話
か
ら
も

察
せ
ら
れ
る
。
一
八
八
一
年
(
明
治
十
四
年
)
に
同

志
社
英
学
校
正
課
を
お
え
矣
西
は
、
つ
づ
い
て
余

科
と
よ
ぱ
れ
た
神
学
科
に
入
学
し
、
一
八
八
四
年
(
明

治
十
七
年
)
に
卒
業
す
る
。

,
¥

こ
の
年
の
秋
、
上
京
し
、
翌
一
八
八
五
年
(
明
治

十
八
年
)
一
月
に
第
一
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
東

」
,
尖
学
'
門
の
入
学
試
験
を
受
け
、
最
上
級
で
あ

る
第
一
級
に
と
く
に
編
入
を
許
司
さ
れ
た
。
こ
れ
は

前
例
の
な
い
措
雫
あ
っ
九
。
編
入
試
験
の
第
一
日

の
藷
の
試
験
で
、
「
ミ
ル
ト
ン
の
『
。
ハ
ラ
ダ
イ
ス
・

ロ
ス
ト
』
三
誕
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
」
と
訊
ね
ら
れ

て
、
「
暗
記
し
て
い
る
」
と
答
え
、
立
旻
二
章
、

孟
早
と
滑
々
と
暗
調
す
る
の
で
、
試
験
官
は
「
も
う

い
い
」
と
か
ぷ
と
を
悦
い
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
他

の
試
験
は
免
除
さ
れ
、
朝
鮓
の
地
図
を
描
か
さ
れ
九

だ
け
で
、
及
第
と
な
っ
た
。

予
備
門
は
一
年
足
ら
ず
の
在
学
で
、
同
年
九
月
に

東
京
大
学
の
文
科
大
学
に
入
り
、
哲
学
を
修
め
、
毎

年
特
待
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
も
っ
と
も
感
化
を

う
け
た
教
授
は
文
学
、
哲
学
、
希
に
通
じ
九
外
山

正
一
で
あ
る
。
一
八
八
九
年
(
朋
治
二
十
二
年
)
に

大
学
を
卒
業
し
、
た
だ
ち
に
大
学
院
に
入
っ
て
倫
理

学
を
専
攻
し
九
。
そ
の
問
の
義
が
有
名
な
「
良
心

起
源
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
学
院
の
卒
業
論
文
と

し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
提
出
は
見
合
わ
せ

ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
需
家
木
村
毅
に
ょ

る
と
、
当
時
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
し
九
東
京
大
学
教
授

井
上
哲
次
郎
が
大
西
の
学
才
を
嫉
視
し
突
め
と
い

、
つ
こ
と
で
あ
る
0

そ
の
た
め
大
西
は
論
文
に
ょ
っ
て
博
士
に
な
ら
ず

の
ち
に
一
、
八
九
九
年
(
明
治
三
十
三
年
)
七
月
、
博

士
会
謡
に
ょ
っ
て
文
学
博
士
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
井
上
が
国
家
的
立
場
に
立
つ
御
用
哲
学
者
で
あ

つ
九
の
に
対
し
て
、
大
西
は
き
わ
め
て
批
判
的
で
あ

つ
九
。
両
者
の
相
違
は
の
ち
に
教
育
徽
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
一
八
九
三
年
(
明
治
二
十
六
年
)
に
大
西

の
井
上
批
判
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
で
明
白
に
な
る
。

大
西
は
一
八
九
一
年
(
明
治
二
十
四
年
)
九
月
か
ら

早
稲
田
大
学
の
前
身
、
東
京
専
門
学
校
に
教
鞭
を
と

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
事
情
は
本
来
な
ら
、
学
識

か
ら
い
っ
て
当
然
、
東
京
大
学
の
講
師
と
な
る
べ
き

と
こ
ろ
、
井
上
が
「
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
捨
て
れ

ば
、
東
大
に
残
す
」
と
い
っ
た
の
を
、
大
西
が
拒
絶

し
九
と
い
晶
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
遜
は
確
か

め
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
大
西
の
気
骨

と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
国
家
に
と
っ
て
決
し
て

安
全
な
思
想
で
は
な
か
っ
九
明
治
前
期
の
状
況
を
描

き
だ
し
て
い
る
。

*

早
稲
田
に
お
け
る
大
西
の
活
動
は
目
ぎ
ま
し
か
っ

た
。
論
理
学
、
心
理
学
、
倫
理
学
、
美
学
、
西
洋
哲

学
史
に
わ
た
る
講
義
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
の
講
義

の
内
容
は
の
ち
に
全
集
の
各
巻
を
形
成
す
る
確
固
た

る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
早
稲
田
は
文
学
科
の
草

創
期
で
、
英
文
学
者
坪
内
造
逃
が
中
心
人
物
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
、
『
早
稲
田
文
学
が
創
Ⅲ
さ
れ
九

頃
で
あ
っ
た
。
新
進
の
哲
学
者
と
し
て
大
西
祝
を
迎

え
た
早
稲
田
に
は
活
気
が
み
な
ぎ
っ
た
。
坪
内
は
「
大

西
祝
」
と
い
う
文
章
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
評

価
を
あ
た
え
て
い
る
。

「
彼
の
学
問
に
対
す
る
熱
心
、
徹
底
的
に
理
解
さ
せ

ね
ば
止
ま
な
い
と
い
う
教
師
と
し
て
の
器
、
教
授
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案
の
周
到
な
淮
砥
其
豊
富
な
、
適
切
な
興
味
多
き

ヨ
例
や
比
喩
、
明
快
な
説
明
、
爽
か
な
、
流
暢
な
弁

舌
が
、
早
稲
田
の
文
科
を
際
立
っ
て
引
締
め
骨
を
作

た
。
」

早
稲
田
に
と
っ
て
、
坪
内
迪
逃
は
父
、
大
西
祝
は

母
と
い
わ
れ
る
の
も
譲
で
は
な
い
。
そ
の
薫
陶
に

よ
っ
て
、
金
子
筑
水
、
島
村
抱
月
、
綱
島
梁
川
、
朝

河
貫
一
、
五
十
嵐
力
の
よ
う
な
学
者
・
文
人
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に
あ
ら
わ
れ
た
。
大
西
は
一
八
九
八
年
(
明
治

三
十
一
年
)
二
月
ま
で
早
稲
田
に
在
職
す
る
が
、
そ

の
問
、
一
八
八
0
年
(
明
治
十
三
年
)
に
創
刊
さ
れ

た
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
調
と
し
た
進
歩
主
義
を
主
張

り
く
ど
ぅ

す
る
『
六
合
雑
誌
』
の
編
集
を
担
当
し
、
み
ず
か
ら

お
お
く
の
評
論
を
書
い
た
。

一
八
九
三
年
(
明
治
二
十
六
年
)
九
月
、
大
西
は

松
井
幾
子
と
結
婚
し
九
。
き
ま
じ
め
な
大
西
は
カ
ン

ト
の
よ
う
に
生
涯
独
身
で
通
す
と
お
も
わ
れ
て
い
九

ら
し
く
友
人
た
ち
は
こ
の
結
婚
に
お
ど
ろ
い
九
と
い

う
。
そ
し
て
幾
子
と
の
間
に
、
道
子
、
定
彦
、
安
子

の
三
子
が
生
ま
れ
る
。
一
八
九
七
年
(
明
治
三
十
年
)

一
月
に
は
横
井
時
雄
、
姉
崎
正
治
、
雀
部
顕
宜
、
岸

本
能
武
太
の
四
人
と
謬
の
倫
恐
想
纏
に
つ
)し

、
て
い
ゆ
う

て
懇
警
を
つ
く
り
、
丁
酉
の
年
に
閃
ん
で
、
丁
丙

醍
契
工
と
名
づ
け
、
の
ナ
丁
西
价
理
会
と
改
名
し

*

一
八
九
八
年
(
明
治
三
十
一
年
)
二
月
に
哲
学
研

究
の
た
め
、
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ

の
イ
ェ
ー
ナ
大
学
に
六
力
月
間
学
び
、
新
カ
ン
ト
派

の
り
ー
プ
マ
ン
や
新
理
想
主
義
の
オ
イ
ケ
ン
と
親
し

く
一
父
わ
り
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
転
じ
て
、
心
理
学
の

ヴ
ン
ト
や
美
学
の
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
教
え
を
う
け

九
。
留
学
の
問
、
大
西
は
哲
学
を
中
心
に
し
た
勉
学

の
か
た
わ
ら
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
美
術
館
や
ウ
ィ
ー
ン

の
音
楽
堂
や
口
ー
マ
の
遺
跡
を
訪
れ
、
芸
術
的
興
味

を
満
足
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
問
、
盲
腸
炎
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
わ
ず
ら
い
、
さ
ら
に
肺
火
火
に
な
り

神
経
衰
弱
症
に
か
か
る
な
ど
、
慣
れ
な
い
風
土
と
家

庭
へ
の
仕
送
り
の
た
め
の
質
素
な
生
活
に
ょ
っ
て
、

健
康
を
害
し
、
曾
の
途
に
つ
い
た
。

一
八
九
九
年
(
明
治
三
十
二
年
)
九
月
に
神
戸
に

着
き
、
東
京
、
鎌
倉
で
病
を
養
っ
た
。
同
年
十
一
月

に
は
羅
馬
字
日
本
語
齊
方
取
調
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
一

九
0
0
年
(
明
治
三
十
三
年
)
三
月
に
は
、
森
大

学
の
理
工
科
大
学
に
教
育
学
の
講
師
と
し
て
招
か
れ

た
。
い
ず
れ
京
大
に
文
科
大
学
を
創
設
し
て
、
朽
学

科
の
巾
心
と
な
る
べ
く
嘱
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
大
西
の
死
後
、

、
、

西
幽
幾
多
郎
が
京
大
に
き
て
、
京
都
学
派
を
撃
し

九
か
、
も
し
大
西
が
存
命
し
て
い
九
ら
、
西
田
哲
学

と
は
異
っ
た
自
由
な
市
民
的
哲
学
を
樹
立
し
九
で
あ

ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
。

十
月
、
徹
底
的
に
健
康
を
回
復
す
る
九
め
に
、

郷

里
岡
山
に
帰
り
、
そ
の
号
の
由
来
す
る
操
山
の
西
鰭

で
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。
し
か
し
、
激
烈
な

腹
膜
炎
を
お
こ
し
、
十
一
月
二
日
の
朝
亡
く
な
っ

九
。
夫
人
が
遺
言
を
求
め
る
と
、
従
容
と
し
て
、
「
い

づ
れ
人
は
一
度
は
死
ぬ
る
も
の
な
れ
ば
、
此
の
期
に

及
び
て
ま
た
い
ふ
べ
き
な
し
。
唯
だ
天
、
今
数
年
を

仮
し
て
吾
が
使
命
の
一
分
を
遂
げ
し
め
ざ
り
し
を
遺

憾
と
す
」
と
い
っ
九
と
い
う
。
享
年
わ
ず
か
三
十
六

歳
三
力
月
で
あ
っ
た
。

日
本
組
合
岡
山
基
督
教
会
に
お
け
る
盛
大
な
葬
儀

の
の
ち
、
妙
林
寺
案
所
に
葬
っ
た
が
、
の
ち
に
移

し
て
、
現
在
復
操
山
の
西
南
に
あ
る
禽
い
平
井

山
に
あ
る
。

(
付
記
)
本
稿
は
来
春
、
同
志
社
大
学
生
協
出
版

部
か
ら
発
行
予
定
の
『
続
同
志
社
の
暴
殊
た
ち
』

に
収
録
さ
れ
る
「
大
西
祝
1
批
評
の
先
駆
の
伝

延
的
部
分
の
要
約
で
あ
る
。

(
男
大
神
院
卒
・
六
業
教
1
亭
)

ナ
0
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